
」ECK 2011年度上半期活動ニュース

」ECK2011年 度総会
4月 23日に、「平成23年度JECK定期総会」を開催し、

提出された平成23年度事業報告、同収支決算報告、役

員改選、平成23年度事業計画、同収支予算の全議案が

承認されました。

新三役は、理事長功日藤博通、副理事長:安延義弘、事

務局長:植岡龍太郎です。新役員の挨拶、本年度活動方

針については、2、 3ページをご参照ください。

」ICAの「草の根技術協力事業活動紹介関連イベント」

」ICA横浜の「草の根技術協力事業活動紹介関連イベント」として、

8月 21日に、」ICA横浜で、JECK及び JECKA会員の田中秀幸
氏の報告会フイジー共和国、貧困沿岸村落における住民参加型生計

プロジェクト「ミルクフィッシュプロジェクトからの教訓」が開催されました。

同時に、同プロジェクトのパネル展示がされました。

横浜国立大学の「冠講座」テルモ提供講座 (春学期)が終了

横浜国立大学経済学部の「冠講座」テルモ提供講座として「日本
の環境 。経済発展協力」をテーマとして行われましたが、7月 28日に

終了しました。秋学期のコマツ提供講座は、10月 7日に開講します。

学生に、「日本の環境 。経済協力」の実情を伝えるという所期の

目的を達成し、秋学期をもって本特殊講座は終了し、ゼミ生ゃ大学

院生、世銀奨学生などを対象とした講義・意見交換・交流等の場
を持つ可能性を検討中です。

夏季セミナーの開催

今年度のセミナーは、東南アジアをテーマとし、下記2名の会員からプレゼンテーションがあり、充実したデイスカッションがなされま
した。詳細は4ページをご参照ください。

東南アジア主要国に対する経済。技術協力について・…・………・…・…・・小谷 泰三
インドネシアのエネルギー事情……………………………………………・・渡部 耕司

神奈川県海外技術研修員、Fernando Santacruzさ んが来 日

当会の推薦でエクアドルからFernando Santacruz氏 が月9月 7日に来日しました。来年の3月中旬まで
の半年間、麻布大学公衆衛生学第二研究室の加藤行男準教授の下で「食品中の有害微生物の検
査技術」のテーマで研究生として研修を受ける予定です。

氏はカトリカ大学の応用微生物学科を昨年卒業、現在は国立食品加工会社“Catering Service"の

食品微生物研究室所属の品質管理担当のスーパーバイザーとして勤務している将来有為の24歳の
若者で、大学の日本語教室で日本語の初級を学んだ親日家です。大学での講義や実習の他、当会の
支援で県や横浜市の食品衛生研究所の見学や日本の民間企業での有害微生物検査の実情調査な
どを行う予定です。
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JECK理事長就任の挨拶 加藤 博通
このたびJECK理事長に推薦されました加藤でございます。

我国を取り巻く国際環境は近年頓みに変化してきており、更に今回の「東日本大震災」以降一層

の激変が予想されます。「大震災」についても世界130カ国から支援の手がさしのべられたように国際

社会は一層相互扶助が認識され、「国際協力」は政府の役割のみならず社会活動の一環として一

段と重要性を増してきたと思います。

我 、々」ECK会員は発展途上国を主体に異文化を体験しながら、我 が々経験したことでその地域

に貢献する技術を伝え「心のかけ橋と絆」を作ってきました。これは大変貴重な経験であり、それを次

の世代に引継ぐべく、身に合った「国際協力」に努力をして行きたいと思っております。

平成15年4月、」ECK発足以来8年、諸先輩会員のご努力、ご活躍により「シンポジウムの開催」

「横浜国大特殊講座をはじめ各種出前講座の実施」「JICA横浜が実施する事業への支援」「地域

国際交流フェスティバル参加」「県の海外研修員の推薦・支援」、JECKアソシエイツを通じてJICA草

の根活動「フイジー共和国ミルクフイッシュ養殖プロジェクト」等実施してきましたが、今後、「国際協

力」へ会員全員が何らかの形で参加、貢献ね力う機会を更に作っていきたいと存じます。

ついては、会員、国際協力にご関心をお持ちの方 と々のコミュニケーシヨンの場として「」ECKホー
ム・ページ」 httpノ/wwwjeckjp(jeck 検索)をいっそう充実させます。是非、「全員参加の国際

協力・JECK活動」へご支援、ご協力をお願い申し上ιた す。

副理事長就任の挨拶 安延 義弘
このたびは、はからずも副理事長の職に推薦されました安延義弘です。

JECKには総会に顔を出す程度で、なんとなくつながつていたのがこれまででした。

たまたま一昨年から始まった横浜国立大学経済学部に対する企業特別講座の講師の一人として選

ばれ、講座を構成する講師の方の講義を聴講する機会に恵まれました。講師の方 の々講義は面白い

話が多かったので、時間の許す限り聴講していたことが、今回の指名につながったのではな
いかと

思つております。

私は、すでにいくつかの非営利法人等に参画して定期的に仕事をしております。また80歳も間近

になってきた昨今では、かなり体力的な衰えを感じるようになりました。多分名ばかりの職となりそうです

が、よろしくお引き立てのほどお願いいたします。

事務局長への再任にあたり 植岡 音E太良Б
JECK会員の皆さん、こんにちはl 事務局長の席に、復帰してきました植岡です。

JICAの専門家として開発途上国での業務のために海外に赴任したことや、海外協力
の業務に興

味を持つことにより、本会に参加されている会員の皆様と再度顔を会わせる機会が増えることを喜びに

感じております。事務局の皆様や会員の皆様のご努力を横目に、個人の事情のために、私は、
一昨年と

昨年にわたり多くの理事会や催事に欠席し続けてしまいました。それでも、今回業務に復帰するようにと

の要請を受けたことから、会員としての責務を果たすべく事務局長の席をお引き受けすることにしました。

「開発途上国の人達の生活向上のために」との共通の目的のもとで生活をしてきた私達が、JECK

の旗のもとで多彩な話題を提供し合い、意見を交換し合いながら、明日の共通の可能性を求め合う
こ

とは非常に有意義なことだと思います。小さな世帯ですが、全員力汀ECKの会員であり、」ECKは会員

のためにあります。そして、会員全員が何かを求め合っています。事務局の関係者だけでなく、会員の

全員が常に」ECKの運営に参加し、何かを発表し合える組織になることが必要です。

会員の皆様の過去の栄光からすれば、小さな機会かもしれませんが、組織の中の多くの分科会に

関与しながら、折 の々集まりのなかやJECKの会報、JECKのホームページ、内外の各種行事や教育

活動などで、皆様と素晴らしい体験や意見を交換しあえる組織になることを楽しみにしております。

」ECKの前進的な運営のために事務局は全員で最大の努力を続けてまいりますが、会員の皆様

のご協力とご支援が是非必要ですので、叱咤激励のほどを宜しくお願い致します。



平成23年度 」ECKの運営について 」ECK理事長 カロ藤 博通

JECKは「総会」で承認された年度の「事業計画」を「理事会」と「評議員会」にて運営上の方法や諸問題を検討、決定し実

行してまいります。

その執行組織として「理事会」の下に主なテーマ別に下記の6部局 (グループ)を設け、各リーダーに「理事」があたり、数名の

グループ担当者 (理事、評議員、会員からの協力者)とともに、責任をもってその執行にあたります。

この「執行グループ」は固定的

なものではなく、新しい事態が生ず

れば、それに応じて新設/改廃を
理事会にて検討されます。

何れにしても、」ECKは会員を主

体に相互協力により「国際協力促

進」をささやかであつても具現化し

ていきたく思っております。

会員の皆様から是非新規活動

(ヒントであっても)ご提案をいただ

きたく、又、上記「執行グループ・サ

ポーター」にご参加いただき、お力

をお貸しくださることをお願いいた

します。

部 (グループ) リーダー 主な担当事項

事務局 植 岡 総括、全体活動調整、会員管理、予算 。会計、他団体連絡

広報 大平 全体広報、HP作成管理、会報発行管理、」ECKA広報

来日研修生 福 田 神奈川県研修生推薦、研修補佐、研修実施

催し。行事 植 岡

創立記念シンポジウム、夏季セミナー、
よこはま国際フェスタ、よこはまフォーラム等各種

行事に参加

横国大講座 谷 岡 「コマツ特殊講座」「テルモ特殊講座」運営管理

出前講座 安延
会員による「各種出前講座」運営・管理、
「えでまなぶにほんご」支援

菊池正夫

本年度、」ECKの重点活動の一つとして「ホームページhttp:〃岬 ・ieck口 ip」の充実、活用を図りたく思つております。

是非、〔ieck  〕口 をお願いし、HPこ活用とこ意見、こ投稿をお願いいたします。
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」ECK出前講座実施報告

神奈川大学付属中学・高等学校から直接要請があり6月

4日、」R横浜線中山駅から徒歩20分の地にある同校に出向

き、中学2年生約200人を対象として、

(第 1部)鎌倉の大仏さまのつくり方

(第 2部)日本における国際化の進展

の2部構成で合計90分の講義を行った。

第2部の講義内容は表の通りで、スライドを多用して、日本

が昔から海を越えて近隣の諸国と交流してきた経緯を振り返

り、そして今、国際交流・国際支援をベースとしてグローバルな

活動を深めながら、未来に向って発展しょうとしている日本の

現状をより良く理解する努力が必要だと熱く語つた。

講義後に行ったアンケートに書かれた感想文を読んで、中

学2年生の若者でも、筋道を立てて話せば、話の大筋は理解

してくれることが分つたのは、大きな収穫であった。

表 日本における国際化の進展 (講義内容)
1.国際交流の歴史を振り返ってみると             4.日 本企業の海外進出とグローバル企業の誕生
・仏教の伝来と遣随使、遣唐使                ・ファスナーの吉田工業
・倭冦、御朱印船、勘合貿易                  ・ソニーのウオークマン、ゲームソフト
・長崎の出島を玄関口として(鎖国時代の海外文化の流入)   ・ホンダ、スズキ、日産、トヨタ等の自動車メーカー
・技能、技術が求められて                  ・建設機械のコマツなど

*銅鏡*古銭*日本刀*白磁と赤絵の有田焼         5.個 人の友情が国際化を深化させた
*浮世絵                         (市 民レベルの国際交流の拡がり)

2.JICAによる活動の最近のトレンド               ・国際交流イベントヘの市民参加:民族音楽,民族舞踊,民族衣装,

・最近の重点地域・対象国と重点協カテーマ           食文化等
・ハードよリソフトの技術支援を重視              ・留学生との交流、ホームスティ
。国連ミレニアム宣言への協力                ・海外語学研修

3.物づくり分野の国際協力・支援活動              ・卒業した留学生の日本での就職、日本国籍の取得、永住
・海外から支援を求められる日本の物づくり技術         ・国際結婚の増加
・技術移転のフロー                    6.異 文化の理解、異文化との交流が日本人を活性化させる
。ブーメラン効果への懸念
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第4回」ECK夏季セミナーを開催

2011年 8月27日にJICA横浜センターにおいて、表記のセミナ
ーを開催した。開会にあたり加藤理事長より、これまでの体験

発表的なセミナーからテーマを絞って会員相互間の議論の場

にしたいとの挨拶があった。今回の課題は、近年経済成長等

著しく、国内情勢が多様に変化している「東南アジア諸国に対

する経済・技術協力の在り方について」論議した。ご参集の会

員諸氏の論議にあたり、小谷泰三氏から「総合的な視点から

」、渡部耕司氏から「インドネシアのエネルギー事情」について

それぞ230分余りの話題提供を頂いた。
小谷氏はベトナムにおける中小企業振興支援と裾野産業

育成支援などの豊富な経験から、効率的な経済。技術協力に

は、」ICAが行っている官経由よりは民間の活力を生かした方
が効果的であると述べ、今後の経済。技術協力について12項

目に亘る問題提起をされた。

その内容は、JICAの協力課題の取り上げ方、派遣専門家の

資質、国家戦略の欠如など、参集された会員諸氏が海外協

力の中で感じ、あるいは切歯掘腕してきた事が具体的に列挙

安延 義弘

されていて、その通りとの共感が得られた。

渡部氏はインドネシアのエネルギー政策の転換の過程に多

年に亘り係わつてきた経験から、インドネシアが1997年のアジア

通貨危機によって疲弊した経済から立ち直ってきた経過をエ

ネルギー政策から説明し、エネルギー資源の輸出国としての新

興国になりつつあるインドネシアと我が国との関係、C02の排出

量増大に伴う地球温暖化問題についても話題提供された。

会員相互間の討論は、司会から今回のセミナーでは結論を

求めないとの説明もあったので活発な議論が行われた。その

内容は多岐にわたったが、今の日本の海外援助・協力体制で

は官民一体となった中国。韓国・欧米先進国には太刀打ちでき

ない、都市。大企業偏重で、BOPビジネスや貧困対策に弱い、
オイルパームの増殖に伴う森林破壊対応、都市交通や教育の

問題点、東南アジア諸国のトップの人材が何処で教育を受け

て来ているか等などであつた。

なお、今回の出席者は18名であった。
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異文化理解と日本

横浜市の外国人登録者は2011年明現在、約8万人である。

去る3月の東日本大震災の折は、市内でも強い揺れを感じ

たが、地震の経験が無い人や、また有っても「警報」。「注意」。

「逃げろ」などの言葉が解らないため、極度の不安を感じた外

国人も多かった筈だ。以前川崎区役所の方が、「市民として受

け入れた以上、生活維持に不可欠な日本語を教えて貰うこと

は、在日外国人の基本的人権だ。」と話されたが、至極尤もで

ある。また、東京外国語大学の杉澤経子氏は「行政の力だけ

で、在日外国人の生活権をきめ細かくサポートすることは不可

能で、ぜひとも一般市民の協力が必要だ。」と云われている。

この「きめ細かく」が実は簡単ではない。言葉は、その国。民族

の文化を背負っている。人は生まれた時から周囲の人 の々話

を、その行動と同時に見聞きして身に着けていくので、言葉だ

けを独立して覚えるのではない。その典型が敬語だ。日本人で

も、正しく敬語を使える人が何人居るだろうか。広く「敬語」と云

われるものは、実は「丁寧語」、「謙譲語」、文字通りの「敬語」、

その他を含んでいる。例えば「お手洗い」などはどうか。最近は

「おトイレ」なんて云うのも、立派に通用している。こんなものは尊

敬するものでもないのに、なぜ「お」を付けるのだろう。これは、丁

寧語というより「回避語」、とでも云うべきものだろう。手洗い、トイ

レと云うと、何だか露骨なので、「お」引けけることで遠ざける気

汐崎 郁代

分になっているの

だ。これは日本人

の感性から来る

もので、英語国民

はトイレや尻など

と云うとき、こだわ

る様子は無い。

また外来者は日

常生活で、易し

い言葉から順に出会う訳ではないから、唐突に質問されること

力遊)る。「おこ力渡しい。店が左前・猫を被る。実も蓋もない。

キイロい声・・・」などの言葉の意味を尋ねられたとき、慌て

ず要領よく、手短に説明出来るには、自国の文化を意識して掘

下げておくべきだし、翻って相手国の文化をも洞察し理解す

る、心掛けが必要だ。無暗に子供の頭を撫でない、相手を指

差さない、相手構わず英語で話しかけない、等 。々また、食事に

招くときもある程度配慮が要る。ベジタリアン・ダイエット中の人・

宗教上、酒の飲めない人・肉は、イスラム教徒やヒンズー教徒

だけでなく、クリスチャンも金曜日は食べないし、と云う訳で、知ら

なくても良いが、相手の様子で察してあげる心遣いを持ちた

い。(会報 9号 P.3参照)


